
担　当　者

前期 後期 必修 選択 自由 （　）内非常勤

保健福祉学特別講義 1･2･3 ○ 2 30 オムニバス*

保健福祉学特別演習Ⅰ 1 4 120 各指導教員

保健福祉学特別演習Ⅱ 2 4 120 各指導教員

保健福祉学特別演習Ⅲ 3 4 120 各指導教員

がん・慢性実践開発看護学特論 1･2･3 ○ 2 30 黒田

小児実践開発看護学特論 1･2･3 ○ 2 30 松森

成人実践開発看護学特論 1･2･3 ○ 2 30 岡田淳

地域健康疫学特論 1･2･3 ○ 2 30 飯田

疼痛制御学特論 1･2･3 ○ 2 30 西上

脳神経障害学特論 1･2･3 ○ 2 30 森

老年作業療法科学特論 1･2･3 ○ 2 30 西田

精神機能障害学特論 1･2･3 ○ 2 30 藤巻

作業機能応用学特論 1･2･3 ○ 2 30 久野

言語・認知情報処理特論 1･2･3 ○ 2 30 伊集院

聴覚障害学特論 1･2･3 ○ 2 30 佐藤紀

音声・嚥下障害学特論 1･2･3 ○ 2 30 田口亜

発語障害学特論 1･2･3 ○ 2 30 小澤

家族支援研究法特論 1･2･3 ○ 2 30 大下 

適応行動心理学特論 1･2･3 ○ 2 30 細羽

地域包括ケア特論 1･2･3 ○ 2 30 金子

社会福祉学特論 1･2･3 ○ 2 30 田中聡子

博士後期課程に３年以上在学し、１６単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上で博士論文を提出し、その審査及び最終試験に

合格すること。

黒田・松森・岡田淳・飯田・岡田ゆ・青井・森・田中聡・西上・岡村・金指・西田・藤巻・久野・高木・助川・伊集院・田口亜・小澤・佐藤紀・

大下・細羽・金子・田中聡子

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の専任教員の要件における教育学に関する科目は、【保健福祉学特別講義（分野・領域共通科目）】です。

修了要件：

＊保健福祉学特別講義担当教員：

□　総合学術研究科保健福祉学専攻博士課程後期（令和８年度入学生用）
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○

○

○

専
　
門
　
科
　
目

地域保健学・
実践看護学分野
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作業遂行障害学領域

単　位　数 授業
時間数

2単位以上修得

運動行動障害学領域


